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研究成果の概要（和文）：人文学、特に史料ベースの人文学のための、ネット上分散協働作業用

プラットフォーム HCP サーバを構築し、歴史研究用ツール SMART-GS を、そのクライアントに改

造した。また、同クライアントによるオンサイト・リアルタイム協働の概念を導入し、そのた

めの種々の機能を開発した。 

 
研究成果の概要（英文）：HCP, a server-client model for humanity research collaboration, 
and its server was built. SMART-GS, a tool for history study developed by our team, was 
remodeled to HCP-client. A concept onsite real-time collaboration for humanity research 
was introduced and many features for it were developed for SMART-GS. 
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１． 研究開始当初の背景 

  研究代表者林は、もともと情報工学者であ
りソフトウェア工学などを研究していたが、
現在は数学基礎論史・情報史・思想史などを
専門とする。林はドイツ人歴史学者にとって
も分析が困難なドイツ語史料を分析するため
に 、 手 書 き 文 献 資 料 研 究 用 の ツ ー ル
SMART-GS を開発し、これを利用して歴史
学・文献学上の成果を得ていた。これが他の
歴史学者の注目するところとなり、日本近代
史の重要史料ながら、難読性の故に文献学的
研究は困難とされてきた倉富勇三郎日記（以
下、倉富日記）の全翻刻プロジェクトにも

SMART-GS が採用された（「翻刻」は手書き
文書等をテキスト化することを意味する人文
系用語）。  

しかし、SMART-GS は個人研究用に開発
されたため、倉富日記全翻刻プロジェクトの
ような遠隔地に住む複数の歴史学者が協働
して行う研究では様々な問題がおきていた。
たとえば、複倉富プロジェクトでは、翻刻結
果の共有を Web ファイル共有サービスや 
WebDAV などの既存技術を使い行っていた
が、バージョン管理や編集衝突などの問題へ
のサポートが十分でなかった。 

 

機関番号：14301 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2010～2012 

課題番号：22300083 

研究課題名（和文）人文学研究を促進する協働のための情報共有基盤に関する研究 

研究課題名（英文）Information Platform for Collaborative Humanity Research 

研究代表者 

林晋（SUSUMU HAYASHI） 

京都大学大学院文学研究科・教授 

研究者番号：40156443 

 

 



２． 研究の目的 

以上の様な背景のもと、当初の研究の目的
は、倉富プロジェクトの場合の様な遠隔地に
おける多人数の歴史研究者による共同作業
のサポートの問題を解決することであり、そ
れを実現するために、HCP Humanities 

CyperPlatform というサーバ・クライアン
ト・モデルによる情報システムを構築するこ
とであった。 

HCP モデルは、基本的には、Apache SVN 

のようなバージョン管理・ファイル共有シス
テムとして構想された。すでに、そういう技
術がありながら、それとは別なモデル／シス
テムを構築する理由は、SVN などの既存のバ
ージョン管理システムが想定する、ソフトウ
ェア・ソースや、単純なファイルシステムと、
HCP が実現すべき、代表者が提唱する「画
像化主義の人文情報学」におけるファイル共
有のモデルが、大きく異なるからである。 

画像化主義の人文情報学では、文書はデジ
タル画像であるとされる。そして、それは史
料のデジタル化であるために、基本的には一
度作られたら改変されない。それはオリジナ
ルの代わりなので、改変は極力さけるべきだ
からである。 

そして、改変の代わりに、オリジナル画像
の上に、丁度、透明シートを置いて、その上
に文字や図を書いたりするような形で、マー
クアップなどの追加情報を「書き込む」。つ
まり、透明テキスト付 PDF に似たものなの
だが、画像としての文書と、「透明シート上
のテキスト」がほぼ同じ形である透明テキス
ト付 PDF と異なり、HCP の場合は、このふ
たつは異なるものである。HCP では透明シ
ート上には、オリジナル画像を補足するデー
タが書かれ、そのテキスト化は、別のテキス
トとして管理されるのである。オリジナルテ
キストのほとんどが手書き文書である HCP

の場合には、翻刻されたテキストと図形的に
重ねあわせることが元々困難であるから、こ
の様な設計の方が自然なのである。 

この結果、HCP では、SVN などは扱わず、
むしろ、Flickr や Google Picasa などの
WEB サービスが扱うような、原則的にはバ
ージョンが変わらず、一方で、非常に大きな
オリジナル画像史料ファイル群と、 SVN な
どが管理するような、軽量である一方、頻繁
かつ大規模に変更される、画像アノテーショ
ンとしての幾何学的数値情報や、リンク情報
などからなる「透明シート上のアノテーショ
ン」の情報と「別途管理される翻刻などのテ
キスト」の二つに大別されるのである。 

基本的には、後者は XML テキストなので
あるが、対となる前者の画像情報についての
幾何学的データとリンク情報を含む点が、通
常の SVN とは大きく異なるのである。 

例えば、画像データには行の概念があり、

それが翻刻テキストの行と結び付けられて
おり、この部分は透明テキスト付 PDF に似
た構造を持っているのである（しかし、続け
字などのため、文字単位の対応は現実的には
ほぼ不可能である）。 

当初計画では、これらの HCP 特有の構造
を反映するバージョン管理システムの基礎
として、多角形としての画像の行情報と、そ
の部分に対応する画像の断片からなる抽象
行の概念を導入し、それを元に HCP を作成
する計画であった。これにより、重い画像デ
ータの管理のパーフォーマンスを改善する
とともに、史料の論理的な構造を反映したデ
ータ管理、特に、gs-file と呼ばれるアノテー
ションなどの、ユーザ作成のテキスト・デー
タ、リンク・データなどの作成・管理・転送
などを一般化・自由化することを意図してい
たのである。 

ところが、次の「研究の方法」で述べる様
に、HCP デザイン構築のためのエスノグラ
フィーとなった、代表者林と京都大学田辺元
史料研究会の実際の協同史料研究では、抽象
行の概念は、ほとんど意味を持たず、また、
HCP の最初の構想では、画像検索の前処理
用として導入されていた画像の行の概念が、
むしろ、共同翻刻の際に、参加者間のコミュ
ニケーションのための道具としての役割が
重要であり、画像検索を利用しない場合でさ
え、画像行が協同作業の要の役割を果たすこ
とが確認された。 

これは画像の共有がプロジェクタで投影
された画像で行われるために、画像の特定の
行を指し示すことが難しく、また、コミュニ
ケーションが専ら音声で行われるために、行
の指定が、「何行目」という風に行番号で呼
ぶことにより行われることが自然でかつ簡
便だからである。また、書籍による演習、さ
らには対面による指導の際にも 1 対 1 の場合
を除けば、同じようにして行番号によるコミ
ュニケーションが行われていることを思い
出せば、これは多人数による文書の解析の際
の基本的コミュニケーション手段だったの
である。 

そして、これは将来、同じ画像が遠隔地の
研究者によりシェアされた場合にも、同じ状
況が生じるものと考えられた。 

この様に画像中の行を、画像における行の
位置指示者として理解する場合、画像から行
を抽象化してしまうという抽象行のアイデ
アは、むしろ不自然であった。 

このため抽象行のアイデアを捨て、「コミ
ュニケーションの道具」「文書画像における
行・位置の指示者としての画像行」という新
たな視点を導入し、これに基づいて HCP を
再考し、モデルと実装を行うこととした。こ
のエスノグラフィ―による知見は幸いにも、
プロジェクトの初期に得ることができたた



め、研究目的の方針転換を早期に行うことが
できた。 

また、申請時には、HCP 完成後に、 HCP 

のバージョン管理機能を利用して、丁度、
Wikipedia 風 の 協 同 翻 刻 機 能 、 Folk ⁻
transcription を実現する予定であったが、
研究開始後、画像検索などを除けば、計画し
ていたものと、ほぼ同じ機能を持つ、
Transcribe Bentham というシステムが英
国ロンドン大学にて、哲学者ベンサムの手稿
翻刻プロジェクトのために構築され、既に実
用に供して、大きな成果をあげつつあること
が判明したため、この計画は行わないことに
した。 

 

３．研究の方法 

 本研究の特徴として、実際に役立つシステ
ムを作り出すことを最優先にするという方
針があった。そのため代表者が長年研究を続
けていたソフトウェア工学の手法を使い開
発行ったが、もっとも重要な役割を果たした
のが、エスノグラフィ―、つまり、現実の利
用の場に溶け込んで行う観察によるユーザ
の要求研究である。 
 すでに目的の欄に書いたように、これは、
現在は人文学、特に京都学派の思想史の研究
を行っている代表者林が自らの研究に、協同
翻刻のツールとして、SMART-GS を適用するこ
とにより行われた。 
 HCP 開発体制は、(i) HCP モデル作成：相
原を中心として相原と林が協同で担当、(ii)  
HCP サーバ作成：相原担当、設計は相原、実
装は外注、(iii) HCP クライアント作成
（SMART-GSのHCPクライアント化）：林担当、
実装は林と雇用した 2 名の研究員、および、
林の学生、sourceforge.jp におけるオープ
ンソース開発によるボランティア、という体
制で行われた。また、マニュアルの作成はコ
ードの作成者が担当し、英語化はアルバイト
を使い行った。 
 以上の方法の内で、特に本研究の特徴とし
て強調すべきは、林、および、研究員の内の
一名である哲学者久木田が、田辺元史料研究
会による田辺元史料研究に常に参加し（林は
主催）、その経験を開発に反映し続けたこと
だろう。それにより、HCP の画像行の位置づ
けについての基本方針の変更だけでなく、マ
ーカー、バスケット、画像行と翻刻行の対応
などの、実用上極めて重要となった諸機能の
導入が可能となったのである。 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果の最大のものは、当然な
がら、HCP モデルの構築と、その実装である。 
 それは、具体的には、（１）HCP モデルの構
築、(２) HCP サーバの構築、（３）HCP クラ
イアントの構築、（４）完成したシステムの

歴史研究への応用である。 
 これらの研究成果は、すべて GPL2 ライセ
ンスにより、広く社会に還元する予定である
が、すでに（３）のクライアントの内、HCP
サーバに関連しない部分、特にマーカー、バ
スケットなどの、オンサイト・リアルタイム
協同のための機能を搭載した SMART-GS0.9 は、
http://sourceforge.jp/projects/smart-gs/ 
において公開している。近い将来、サーバ
も含めて、HCP のフル機能を GPL２で公
開することを計画している。 
 すでに公開されているSMART-GS0.9に
おける本研究の成果として、特筆すべきは、
すべての資源に独自の URL が付与されたこ
とがあげられる。これは表面上は特にめだつ
ことがない成果であるが、将来の開発を考え
ると、非常に大きな成果である。これにより、
今後、新しく開発される機能が有機的に結合
できるようになるからである。 
つまり、今回の研究で最も特筆されるべき

成果は、公開されているツール SMART-GS0.9
を見ただけでは理解できないものの、将来的
な開発の整合性を保証する基礎づけなので
ある。 
しかし、現在公開されている SMART-GS0.9

に限定して言えば、その最大の成果は、オン
サイト・リアルタイム協同翻刻のための諸機
能であり、それには次の図で示す画像行と翻
刻行の対応（右のペインの行番号を指示する
ことにより、左のペインの画像行が一時的領
域として表示されている）、 

の機能や、特定の場所を記述しやすいマーカ
ー機能、それらを簡単に保存できるバスケッ
ト機能などの多くの便利な機能の導入であ
ると言えるだろう。実際、これらにより、田
辺元史料研究は飛躍的に簡単になった。 
 そして、これらの機能以外にも、多くの改
良が成された。たとえば、その完成までは、
数百の画像に対する検索で検索ツールが能
力の上限をむかえた画像検索を、並列処理な
どの方法を利用して、数千枚までの検索や、
時間さえかければ、どの様に多い画像も逐次
処理できるような画像検索機能は、その代表
的例であろう。次に、その機能を用いて、五
千枚近い、西田幾多郎手書き史料から、「一
般者」という文言を画像検索した例を示す。 
 
 

http://sourceforge.jp/projects/smart-gs/
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〔その他〕 
ホームページ等 
 
SMART-GS 開発および公開のサイト 
http://sourceforge.jp/projects/smart-gs/ 
 
SMART-GS オンライン・マニュアル 
和文 
http://smart-gs.sourceforge.jp/manual/ja/ 
 
英文 
http://smart-gs.sourceforge.jp/manual/en
/ 
 
京都学派アーカイブ 
http://www.kyoto-gakuha.info 
京都大学文学研究科所蔵の西田幾多郎手書
き文書を一括画像検索する SMART-GS を
提供。サイトとデータの作成は他科研費の
成果だが、これを可能にした並行検索機能
は、本研究の成果。 
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